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Longo-Rehren は, $M$上の有限個の morphism の $\mathrm{s}\mathrm{y}\mathrm{s}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{m}\{\lambda_{i}\}$ から, subfactor $M\otimes$

$M^{\mathrm{o}\mathrm{p}}\subset R$ を作る方法を与えた. これを Longo-Rehren subfactor という. ここで, R-R
morphism の system を見ると, 元の system の “quantum double” になるということ
が多くの人によって研究されている. 特に, R-R morphism の system は, 非退化な

braiding を持つことがわかっている. ([2] およびそこでの引用文献を参照のこと. ) そ

こで, もとから system $\{\lambda_{i}\}$ が非退化な braiding を持つ場合に何が起こるかを考えて
みると, R-R morphism の system はもとの system を単に 2重に水増ししたものであ
ることがわかっている. さらにこのような場合の Longo-Rehren subfactor Iは, 一回

basic construction を行って, dual #こ移ってもやはり Longo-Rehren subfactorである.

方, Longo-Rehren tこよって定義され, Xu, B\"ockenhauer-Evans によって詳し

く調べられた $\alpha$-induction の理論が, Longo-Rehren subfactor の研究とよく似てい
ることも, [2] で明らかになった. そこで我々 (は, [1] で $\alpha$-induction と Longo-Rehren
subfactor の関係について調べた. まず設定を述べよう. (詳しくは, [1] とそこでの引

用文献を見ていただきたい. ここでは簡略に述べる. ) $N\subset M$ を subfactor とし, N-N

morphism の system が braiding を持つとする. このとき, system の endomorphism
$\lambda$ は, braiding を用いて, $M$ の endomorphism $\alpha_{\lambda}^{\pm}$ にいっせいに延長される. ここで

$\pm$ は braiding の choice を表す. この $\alpha_{\lambda}^{\pm}$ の既約分解から生成される M-M morphism
の system を考える. 今 braiding は非退化としよう. [1] の中に次の結果がある.

この M-M system からできる Longo-Rehren subfactor によって得られる quan-
tum double system は, もとの N-N systein の単なる “double” と同型であり, この

subfactor の canonical endomorphism はこの同型で $\sum Z_{\lambda\mu}\lambda\otimes\mu^{\mathrm{o}\mathrm{p}}$ に移る.

ただしここで, $Z_{\lambda\mu}=\langle\alpha_{\lambda}\alpha_{\mu}+,-\rangle$ である. -方最近, Rehren [3] tは, generalized
Longo-Rehren subfactor の構成を行った. 彼は–般に endomorphism の systemがいっ
せいに延長される状況を考えているが, 今のところそのような延長の–般論が知られ

ているのは $\alpha$-induction(とその簡単な変形) だけである. このときは彼の定理は次の

ように与えられる.

上のような $\alpha$-induction に対し, $\Sigma Z_{\lambda\mu}\lambda\otimes\mu^{\mathrm{o}\mathrm{p}}$ (は $N\otimes N^{\mathrm{o}\mathrm{p}}$ 上の dual canonical
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endomorphism である.

また, そこで Rehrenが実際に構成した subfactor を generalized Longo-Rehren sub-

factor という.

このことと, 上のもとから非退化な braidingのあるときの Longo-Rehren subfactor
の現れ方を見ると, $\alpha$-induction で生じた M-M system から Longo-Rehren subfactor
を作って dual に移行すると, 上の Rehren による generalized Longo-Rehren subfactor
ができているのではないか, と考えられる. 今回は計算によってそのとおりであるこ

とを確認した. それにはまず, $\alpha$-induction で生じた M-M system から作った Longo-

Rehren subfactor から dual に移り, そこでの canonical endomorphism を [2] の方法

で計算する. これは簡単だが, この形は generalized Longo-Rehren の方と intertwiner
の形が違っているのでそのままでは比較できない. そこで, intertwiner の計算を行う
ことによって比較できるようにする. この比較の際に “twist” が現れるがこれが容易
に消せることは Rehren によって指摘された. これによって, [3] の最後であげられて

いる予想が否定的に解ける.
引用文献は多くなりすぎるので, ごくわずかしか挙げていない. 詳しくは, [1] の

引用文献表を見ていただきたい.
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